
【「市川三郷町出身者の会（県人会）」設立】
●議会の一般質問で「市川三郷町の出身
　者の会」設立を提案
●来年5月の設立総会開催を目標に検討着
　手。準備会議に参加
●首都圏を中心とする地域で市川三郷町
　にゆかりのある方および町民も会員と
　する「連携型」で設立
●今後広く会員を募集予定

【議会構成の変更】
　９月議会において、正副議長改選と委
員会構成を変更。
●新議長　有泉　希；副議長　笠井雄一
●丹澤は、「土木環境常任委員会」の副
　委員長に就任
　　（旧は、総務教育常任委員会委員）
●議会広報編集特別委員会へは継続所属
　し、「議会だより」の編集を担当

【手話講習】
　議会開催時に、
議員全員で基本
的手話を学習。
（昨年９月、県下
初となる「町手
話言語条例」を
制定）

【ふるさと納税受入れ条件見直し】
　７月より以下に変更。
①　返礼品見直し
●従来は１万円以上の寄附者に季節の農
　産品１品を提供
●種類を増やし、金額により選択を可能
　とした
②クレジットカードでの決済を可能
③ふるさと納税のインターネットサイト
　「ふるさとチョイス」に登録

 

 

   

　　　ごあいさつ
　リオオリンピック・パラリンピックでの選手
の活躍で感動した夏が過ぎ、秋を迎えました。
　町議会議員１期目の任期も半ばとなる２年
が経過しました。
　この間、議会の一般質問では、主に町の魅
力をより高める方策を「提案する」として臨
んできました。動き出した事業もあり、今後
も次の世代により良い町として引き継げるよ
う取組んでいきます。

　地方議会の在り方が問われる出来事や議員の不祥事について多くの報道がされていま
す。特に、全国的に「政務活動費」の使用に関する正当性が疑われるケースが多く発生し
ています。市川三郷町では「政務活動費」制度はないことから、同様な問題が発生するこ
とはありませんが、「議決」することの重みを再認識し、議員としての責務を果たすべく
努めて参ります。

　■定例議会は年４回（３月・６月・９月・１２月）開催されます。（概ね２週間の会期で開かれます） 　
　　この他に、必要により、臨時会が開かれます。
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平成28年9月定例議会の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金額：万円未満四捨五入
■会　期：９月２日（金）～16日（金）の14日間

■主な議題等　
　　●２８年度一般会計補正予算
  ３億１７２８万円追加（補正後予算　９２億３５２０万円）
  　　・新保育所園舍整備事業関連（予定地造成・土地購入費等） １億５，２６０万円
　  　　・町道矢作上野線工事費追加 ２，３００万円
　  　　・空き家等実態調査（本調査他）業務委託費 ７５０万円

　　●２７年度決算認定
　  

歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　額 当　初　予　算

　一　般　会　計　１０３億７４３９万円　　９２億６３７８万円　１１億１０６１万円　　 ８４億７３６０万円

　特　別　会　計　　６４億９１４９万円　　６１億９３０３万円　　２億９８４６万円　　 ６１億４８５２万円

　　　　　　　　　　 ２５億７６３２万円　　２４億１５４０万円　　１億６０９２万円　　 ２３億７８０２万円

　　　　介護保険　　２１億　５３１万円　　２０億２４９２万円　　　　８０３９万円　　 ２０億４５９９万円

　　合　　計　　　１６８億６５８８万円　１５４億５６８２万円　１４億　９０６万円　 １４６億２２１２万円

 ●ふるさと納税寄付金（８３件） ３０７万円
　 ●町制施行 10周年記念事業（NHKのど自慢、記念式典　等）  １，６５１万円
　 ●上野小学校大規模改修工事 2 億　　３１２万円
　 ●市川中学校テニスコート改修工事 ２，６４９万円
　 ●長寿・医療費給付金支給事業（88歳以上　月 3000 円；1006 名） ２，７４４万円
　 ●若者定住促進住宅補助金（山王地区対象から町内全域に拡大） 10 件　６９４万円
　 ●街灯設備設置補助金（ＬＥＤ化）465件 ９０３万円
　 ●子育て支援医療費助成年齢拡大分
 　　（H27.10 ～対象年齢を 15歳から 18歳に拡大） ２６６万円
 ●峡南医療センター企業団
 　　・負担金 １億８，５４４万円
 　　・貸付金（長期１億 5,000 万円；短期２億 1,500 万円） ３億６，５００万円
 　　　　期中返還金【長期貸付金利息　１２万円；短期貸付金　２億 1,500 万円】
 ●碑林公園
 　・入園者　　　　　　２，１９４人　
 　　　　　　（開園日数　３０３日　；　１日平均　７人）
 　・入園料収入　　　　　　　８０８，２００円
 　・採択コーナー使用料　　　２２２，０００円

 

うち国民健康保険



一般質問　定例議会で以下の一般質問を行いました。
　　　　　　　　　　　＊詳細は市川三郷町ホームページ「議会会議録」に掲載されます。
≪6月議会≫
①家庭版防災マニュアルの配付を 
質問概要
　　家庭や地域での災害対応力強化を図る方策として「家庭版防災マニュアル」を作成し、全
家庭へ配布を。町民参加により町民の視点を取り入れたものが望ましい。
町　　長
　　さらなる防災知識の習得を目指し、家庭版防災マニュアルの作成を検討する。
　　より理解しやすい表現とするためにも多くの意見を取り入れた表現・内容としていきたい。

②本町主要施設の耐震基準について
質問概要
　　対策本部の拠点となる役場庁舎や、避難場所となる施設などの主要施設の耐震基準は。
　　県内小中学校で土砂災害警戒区域内に 5２校あるという記事があったが、町内ではどうか。
町　　長
　　本町主要施設は、概ね昭和 56 年の建築基準法改正により規定された新耐震基準を満たし
ている。一部に新耐震基準以前のものもあり耐震化を推進していく。

薬袋教育総務課長
　　町内の土砂災害警戒区域内には、六郷小・中学校、市川東小学校、市川小・中学校の5校ある。

　③福祉避難所について
質問概要
　　各自治体で、災害発生時に高齢者・障害者・妊産婦など特別な配慮を必要とする人を受
け入れる避難所として「福祉避難所」が指定される。町の指定場所はどこか。
町　　長
　　「三珠健康管理センター」「三珠総合福祉センター 1階和室」「市川ケアセンター 1階和室」
「市川大門町民会館 1 階和室」「六郷町民会館 1 階和室」「六郷ふれあいセンター」「特別養
護老人ホームりんどうの里」の 7か所を指定。

≪9月議会≫
　①神明の花火大会で「イベント民泊」の導入を
質問概要
　　「イベント民泊」は、短期間のイベント実施時に、開催地の自治体の要請等により、自宅
を旅行者に提供することを認めるものであり、観光による地方創生の観点から有効なもの
として現在制度化されている。
　　神明の花火大会時に、観光関連収入の増加につながる「イベント民泊」の導入を。
　　また、１０月の「トレイルラン大会」でも「イベント民泊」を実施してはどうか。
町　　長
　　神明の花火大会の集客力をいかに経済効果につなげるかは課題である。
　　「イベント民泊」はその一つの有効な方法であり、宿泊者と町民の交流を深めることも可
能である。観覧席の拡張整備とともに検討していく。
林産業観光課長
　　トレイルラン大会での導入についても課題検討していく。



 

●峡南北部３校高校再編

　　県教育委員会より、統合後の高校を現在の市川高校敷地に設置することが公表された。
　　・単位制総合性高校　；　定員　280名程度　；　平成 32年 4月開校予定
　　・新高校での用地として周辺の町有地を提供し、敷地面積の確保が必要。
　　・現時点では、敷地提供に関する正式手続きは未了。
　　・対象となる市川大門町民体育館、市川大門町民体育館は災害避難所となっているが、　
　　新施設建設に関する具体的計画は未定。

●新保育所園舎建設概要

　　・市川保育所と富士見保育所を統合し移転
　　・建設場所　　　　　　市川大門高田大正（三郡橋東詰交差点付近）　
　　・規模　　　　　　　　定員１１０名
　　・スケジュール　　　　今年度用地取得、平成３１年開園予定
　　・建設費用　　　　　　総額７億８千万円で計画
　　★現在、他の保育所の統合計画なし

●市川小学校体育館改築計画　 ・平成３０年度設計
       　・平成３１年度改築

●姉妹町（西伊豆町・市川三郷町）議員交流会

　神明の花火大会時に姉妹町の静岡・西伊豆町から
議員 11名が来町し観覧。
　西伊豆町とは『災害時の相互応援協定』を昨年締結。
　神明の花火では、西伊豆町の手筒花火も参加。
　翌日は、四尾連湖・歌舞伎資料館・みたまの湯を
見学。
　【西伊豆町での宿泊について、ひとり１回 2000 円
の町助成制度があります】

宛先などに誤りがございましたら、なにとぞご容赦ください。なお、お知らせいただければ幸いに存じます。

NPO法人 是空美術展開催（～11/13迄）　平塩 源氏の館
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